
津山工業高等専門学校 開講年度 令和02年度 (2020年度) 授業科目 環境科学
科目基礎情報
科目番号 0109 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 総合理工学科(電気電子システム系) 対象学年 5
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 教科書：教科書：石井一郎　環境工学第３版（森北出版）
担当教員 山口 大造,小林 敏郎,原田 寛治,八木 秀幸
到達目標
学習目的：環境と化学材料の関係および今後の進むべき環境科学の方向性に関する基礎知識を習得することを目標とする。
到達目標
１．日本の公害について説明でき，公害・環境汚染の防止策について説明できる。
２．地球を取り巻く種々の環境問題について，機構などを説明できる。
３．エネルギ・資源問題について説明でき，その対策について説明できる。
４．環境改善や環境保全のための技術を説明でき，その対策について説明できる。

ルーブリック
優 良 可 不可

評価項目1
日本の公害について説明で
き，公害・環境汚染の防止
策について説明できる。

日本の公害について説明で
き，公害の防止策について
説明できる。

日本の公害について説明で
きる。 左記に達していない。

評価項目2
地球を取り巻く種々の環境
問題について，機構などを
説明できる。

地球を取り巻く種々の環境
問題について説明できる。

環境問題について説明でき
る。 左記に達していない。

評価項目3
エネルギ・資源問題につい
て説明でき，その対策につ
いて説明できる。

エネルギ・資源問題につい
て説明できる。

エネルギ問題について説明
できる。 左記に達していない。

評価項目4
環境改善や環境保全のため
の技術を説明でき，その対
策について説明できる。

環境改善や環境保全のため
の技術を説明できる。

環境保全のための技術を説
明できる。 左記に達していない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

※実務との関係：この科目は，研究機関等で放射性物質吸着炭素材料の開発について企業との共同研究の実績がある教
員が，その経験を活かして，放射能汚染をはじめとする環境問題について学生とのディスカッション形式で授業を行う
ものである。

一般・専門の別：一般
学習の分野：自然科学系共通・基礎（一般科目）

必修・履修・履修選択・選択の別：必履修科目

学習教育目標との関連：本科目は「②確かな基礎科学の知識習得」に関する科目である。

技術者教育プログラムとの関連：本科目が主体とする学習・教育到達目標は「（Ａ）技術に関する基礎知識の深化
，Ａ－１：工学に関する基礎知識として，自然科学の幅広い知識を習得し，説明できること」であるが，付随的には「
Ｇ－２」、「Ｂ-１」にも関与する。

授業の概要：日本および世界的に問題となっている環境問題，エネルギー問題についての歴史および現状について学習
し，環境改善や環境保全のための技術について講義を行うことにより，技術者としての自覚を養成する。基礎科学に対
応する学問であり，科学的思考を養う。

授業の進め方・方法

授業の方法：パワーポイントや各種のメディア，板書を中心に授業を進める。時事の出来事に関連した課題レポート
（通常１０回）を基にして，教員および学生間の議論（プレゼンテーション含む）に多くの時間を割り当てながら授業
を進める。このことで，技術的な手法の理解度を高めるとともに，学生の技術者としての環境問題に対する自覚を養成
する。

成績評価方法：プレゼンテーション（発表内容20%，スライド内容20%，ディスカッションへの取組姿勢
20%）60%，レポート内容40%として総合的に評価する。

注意点

履修上の注意：学年の課程修了のために履修（欠席時間数が所定授業時間数の３分の１以下）が必須である。また，本
科目は「授業時間外の学習を必修とする科目」である。１単位あたり授業時間として１５単位時間開講するが，これ以
外に１５単位時間の学習が必修となる。これらの学習については担当教員の指示に従うこと。

履修のアドバイス：ＴＶ，新聞報道等に常日頃から注意をはらうことが大切。

基礎科目：生物Ⅰ（１年），化学Ⅰ（２），化学Ⅱ（２），応用化学（４），応用生物（４）など。

関連科目：機械設計法Ⅰ（３年），Ⅱ（４），熱力学（４），流体工学（５）など。

受講上のアドバイス：本科目は，環境教育ならびに原子力コア人材育成関連科目である。身近な環境問題から，産業界
の活動，エネルギー問題について常日頃から関心を持つことが大切であり，意識だけでなく行動力を発揮することを期
待します。「雑談の中の耳学問」が社会に出て役立つ。15分を遅刻した場合には欠課とする。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期 3rdQ 1週 ガイダンス・総論（授業時間外の学習内容：公害とし
ての騒音について） 公害としての騒音について

⑤現代社会の具体的な諸問題を題材に、自ら専門とす
る工学分野に関連させ、技術者倫理観に基づいて、取
るべきふさわしい行動を説明できる。
⑥技術者倫理が必要とされる社会的背景や重要性を認
識している。
⑦社会における技術者の役割と責任を説明できる。
⑧情報技術の進展が社会に及ぼす影響、個人情報保護
法、著作権などの法律について説明できる。
⑨高度情報通信ネットワーク社会の中核にある情報通
信技術と倫理との関わりを説明できる。



2週 騒音（授業時間外の学習内容：騒音対策について）
騒音対策について
⑭技術者の社会的責任、社会規範や法令を守ること、
企業内の法令順守(コンプライアンス)の重要性につい
て説明できる。

3週 超低周波音（授業時間外の学習内容：超低周波音対策
について）

超低周波音対策について
⑭技術者の社会的責任、社会規範や法令を守ること、
企業内の法令順守(コンプライアンス)の重要性につい
て説明できる。

4週 公害振動（授業時間外の学習内容：公害振動対策につ
いて）

公害振動対策について
⑭技術者の社会的責任、社会規範や法令を守ること、
企業内の法令順守(コンプライアンス)の重要性につい
て説明できる。

5週 水質汚濁（授業時間外の学習内容：水質汚濁対策につ
いて）

水質汚濁対策について
②有害物質の生物濃縮について説明できる。
⑭技術者の社会的責任、社会規範や法令を守ること、
企業内の法令順守(コンプライアンス)の重要性につい
て説明できる。

6週 大気汚染（授業時間外の学習内容：大気汚染対策につ
いて）

大気汚染対策について
⑭技術者の社会的責任、社会規範や法令を守ること、
企業内の法令順守(コンプライアンス)の重要性につい
て説明できる。

7週 放射能汚染（授業時間外の学習内容：水・大気・土壌
の放射能汚染対策について）

水・大気・土壌の放射能汚染対策について
⑤現代社会の具体的な諸問題を題材に、自ら専門とす
る工学分野に関連させ、技術者倫理観に基づいて、取
るべきふさわしい行動を説明できる。

8週 （前期中間試験）

4thQ

9週 地盤沈下（授業時間外の学習内容：地盤沈下対策につ
いて）

地盤沈下対策について
⑭技術者の社会的責任、社会規範や法令を守ること、
企業内の法令順守(コンプライアンス)の重要性につい
て説明できる。

10週 悪臭（授業時間外の学習内容：自動車排ガスとその対
策について（触媒））

自動車排ガスとその対策について（触媒）
④説明責任、製造物責任、リスクマネジメントなど、
技術者の行動に関する基本的な責任事項を説明できる
。
⑭技術者の社会的責任、社会規範や法令を守ること、
企業内の法令順守(コンプライアンス)の重要性につい
て説明できる。

11週 土壌汚染（授業時間外の学習内容：土壌汚染対策につ
いて）

土壌汚染対策について
④説明責任、製造物責任、リスクマネジメントなど、
技術者の行動に関する基本的な責任事項を説明できる
。
⑭技術者の社会的責任、社会規範や法令を守ること、
企業内の法令順守(コンプライアンス)の重要性につい
て説明できる。

12週 廃棄物・自然環境（授業時間外の学習内容：廃棄物の
処理技術について）

廃棄物の処理技術について
④説明責任、製造物責任、リスクマネジメントなど、
技術者の行動に関する基本的な責任事項を説明できる
。
⑭技術者の社会的責任、社会規範や法令を守ること、
企業内の法令順守(コンプライアンス)の重要性につい
て説明できる。

13週 自然破壊・地球環境（授業時間外の学習内容：地球温
暖化問題とエネルギ・資源について）

地球温暖化問題とエネルギ・資源について
①熱帯林の減少と生物多様性の喪失について説明でき
る。
③地球温暖化の問題点、原因と対策について説明でき
る。
⑫国際社会における技術者としてふさわしい行動とは
何かを説明できる。
⑬過疎化、少子化など地方が抱える問題について認識
し、地域社会に貢献するために科学技術が果たせる役
割について説明できる。
⑮技術者を目指す者として、諸外国の文化・慣習など
を尊重し、それぞれの国や地域に適用される関係法令
を守ることの重要性を把握している。

14週 環境影響評価法（授業時間外の学習内容：環境影響評
価法について）

環境影響評価法について
⑩環境問題の現状についての基本的な事項について把
握し、科学技術が地球環境や社会に及ぼす影響を説明
できる。
⑪環境問題を考慮して、技術者としてふさわしい行動
とは何かを説明できる。
⑭技術者の社会的責任、社会規範や法令を守ること、
企業内の法令順守(コンプライアンス)の重要性につい
て説明できる。

15週 （前期期末試験）



16週 総括

⑤現代社会の具体的な諸問題を題材に、自ら専門とす
る工学分野に関連させ、技術者倫理観に基づいて、取
るべきふさわしい行動を説明できる。
⑥技術者倫理が必要とされる社会的背景や重要性を認
識している。
⑦社会における技術者の役割と責任を説明できる。
⑯全ての人々が将来にわたって安心して暮らせる持続
可能な開発を実現するために、自らの専門分野から配
慮すべきことが何かを説明できる。
⑰技術者を目指す者として、平和の構築、異文化理解
の推進、自然資源の維持、災害の防止などの課題に力
を合わせて取り組んでいくことの重要性を認識してい
る。
⑱科学技術が社会に与えてきた影響をもとに、技術者
の役割や責任を説明できる。
⑲科学者や技術者が、様々な困難を克服しながら技術
の発展に寄与した姿を通し、技術者の使命・重要性に
ついて説明できる。

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

発表  内容 スライド内容 ディスカッショ
ンへの取組姿勢 自己評価 レポート 小テスト 合計

総合評価割合 20 20 20 0 40 0 100
基礎的能力 20 20 20 0 40 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


